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８
月
26
日（
金
）、
平
成
28
年
産
米
の
初
検
査

が
小
杉
低
温
倉
庫
（
射
水
市
大
江
）
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

検
査
を
受
け
た
の
は
８
月
20
日
よ
り
刈

り
取
り
さ
れ
た
早
生
品
種
「
て
ん
た
か
く
」

２
５
、２
３
０
㎏
で
、
今
年
は
、
千
粒
重･

光

沢
は
平
年
並
み
、
充
実
度･

粒
形･

粒
揃
い
は

昨
年
よ
り
や
や
良
く
、
品
質
は
平
年
よ
り
良
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

今
年
は
高
温
多
照
で
病
害
虫
に
よ
る
被
害
も

少
な
く
、
検
査
の
結
果
全
量
１
等
米
に
格
付
け

さ
れ
、
早
速
中
京
方
面
へ
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
産
米
初
検
査 

全
量
１
等
米
に

いみず野だより　２いみず野だより　２３　いみず野だより

今
が
旬
!!
梨
の
最
盛
期

　

８
月
中
旬
以
降
、
梨
の
出
荷
が
最
盛
期

を
迎
え
、
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
農
作
物
直
売
所

「
菜
っ
ち
ゃ
ん
太
閤
山
店
・
新
湊
店
」で
は
、

朝
の
開
店
直
後
か
ら
た
く
さ
ん
の
お
客
様

で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
季
節
の
果
物
を
代
表
す
る
梨
は
果

汁
た
っ
ぷ
り
で
み
ず
み
ず
し
く
、
８
月
中

旬
か
ら
10
月
中
旬
ま
で
の
約
２
ヶ
月
間
、

「
幸
水
（
こ
う
す
い
）」
→
「
豊
水
（
ほ
う

す
い
）」
→
「
新
高
（
に
い
た
か
）」
の
順

に
収
穫
リ
レ
ー
さ
れ
ま
す
。「
幸
水
」
は

８
月
中
旬
か
ら
９
月
上
旬
に
か
け
て
収
穫

さ
れ
、
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
し
た
歯
触
り
の

良
い
食
感
と
強
い
甘
み
を
含
ん
だ
た
っ
ぷ

り
の
果
汁
が
特
徴
で
す
。

　

直
売
所
店
内
で
は
、
収
穫
さ
れ
た
ば
か

り
の
甘
く
て
み
ず
み
ず
し
い
「
幸
水
」
や

地
元
産
「
巨
峰
」
朝
ど
れ
新
鮮
野
菜
が
陳

列
棚
い
っ
ぱ
い
に
並
び
、
開
店
と
同
時
に

待
ち
か
ね
た
多
く
の
お
客
様
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　
「
幸
水
」
は
９
月
上
旬
頃
ま
で
店
頭
に

並
び
、
続
い
て
「
豊
水
」
な
ど
の
順
に
店

頭
に
並
ぶ
予
定
で
す
。

秋
の
味
覚
が
並
ん
だ
直
売
所
で
は
、
皆
様

の
ご
来
店
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま

す
。

　
【
営
業
時
間
】 

９
時
～
16
時
30
分

　
【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
　

農
作
物
直
売
所

　
　

・
菜
っ
ち
ゃ
ん
太
閤
山
店

　
　
　

☎
０
７
６
６

－

５
６

－

１
８
５
２

　
　

・
菜
っ
ち
ゃ
ん
新
湊
店

　
　
　

☎
０
７
６
６

－

８
４

－

８
８
１
８

①土づくり資材の散布（気象変動に耐えうる稲体を育てるために！）
　　・ケイ酸分の補給により、葉や根が丈夫になり、病気や倒状に強い稲体を作ります。
　　・土づくり資材は、毎年継続的に施用することが重要です。

③深耕の実施（根を深くまで伸ばし、地力をしっかり利用するために！）
　　・秋耕と春耕の２回掛けで、15㎝以上の作土を確保しましょう。
　　・秋耕後は排水溝を設け、水はけを良くし、稲わらなどの腐熟を促しましょう。

②有機物の施用（土の能力を向上させるために！）
　　・稲わら、籾がらは焼却せずにすき込みましょう。　　・たい肥や発酵鶏ふんを積極的に施用しましょう。
　　・たい肥の確保が困難な場合は、緑肥作物の栽培をおススメします。
　　　（大豆前のヘアリーベッチ、大麦跡のクロタラリアなど）

★
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
事
故

・
ト
ラ
ク
タ
ー
が
転
倒
・
転
落
し
、
投
げ
出
さ
れ
て
機
械
の
下
敷
き

に
な
っ
た
。（
路
肩
や
ほ
場
の
出
入
口
、
傾
斜
地
は
十
分
注
意
し
て

下
さ
い
。）

★
耕
耘
機
、
草
刈
機
に
よ
る
事
故

・
耕
耘
機
を
バ
ッ
ク
さ
せ
、
木
と
機
体
の
間
に
挟
ま
れ
た
。

・
草
刈
り
中
、
足
を
滑
ら
せ
て
草
刈
機
で
足
を
切
っ
た
。

　（
周
囲
や
足
場
の
状
況
が
安
全
で
あ
る
か
検
討
し
ま
し
ょ
う
。）

★
高
所
で
の
作
業
中
の
事
故

・
脚
立
に
上
っ
て
作
業
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
転
落
し
て
し
ま
い
頭
を

打
っ
た
。（
頭
部
保
護
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
も
有
効
で
す
。）

★
機
械
へ
の
巻
き
込
ま
れ
事
故

・
コ
ン
バ
イ
ン
で
手
こ
ぎ
作
業
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
手
が
巻
き

込
ま
れ
た
。（
機
械
の
取
り
扱
い
に
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、

衣
服
が
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、
作
業
に
適
し
た
服
装
で
行
な
い
ま

し
ょ
う
。）

家
族
や
仲
間
で
声
を
か
け
あ
っ
て
、

農
作
業
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
！

土づ
くりで高温に勝つ！！

富山米 健全な土づくりは、高品質でおいしい農産物を
供給する上で、極めて重要です。このため、不
足養分の補給や有機物の施用など土壌の実態に
応じた土づくりを推進します。

力で育む

秋の土づくり運動期間　９月 15日～ 11月 15日

枯れ上がりが
少ない倒状に強い

１等米比率
向上 食味向上

平成28年産 米概算金単価表
（紙袋 60㎏あたり、消費税込、単位：円）

・バラ・フレコンは上記金額から▲172円となります。
・「ＪＡ米」の要件は満たさない「一般米」は、上記金額から▲300円となります。
・原則として、平成28年12月までに契約・販売状況を勘案のうえ、追加払い
　を実施する予定です。

制度 種類 品種銘柄 等級
28年産
概算金
単　価

27年産
概算金
単　価

出
荷
契
約
米
（
Ｊ
Ａ
米
）

う
る
ち
米

コシヒカリ １等 12,000 11,300

てんたかく １等 10,500 9,500

てんこもり １等 10,500 9,500

そ　の　他 １等 10,000 9,000

酒　

米

五 百 万 石 １等 12,000 13,000

雄　山　錦 １等 12,000 13,000

富　の　香 １等 12,000 13,000

そ　の　他 １等 12,000 13,000

も
ち
米

新大正もち １等 13,000 13,000

そ　の　他 １等 12,200 12,200

農
作
業
時
、
こ
ん
な

事
故
が
起
こ
っ
て
い
ま
す

ノ
ー
ミ
ス 

ノ
ー
事
故 

農
作
業

●
平
成
28
年
秋
の
農
作
業
安
全
月
間

【
期
間
】
平
成
28
年
９
月
１
日
～
10
月
31
日！



第　16　回　　親　子　の　集　い

　８月５日㈮、射水市大江のＪＡいみず野小杉低温倉庫にて「第 16 回親子の集い ちゃぐりん大会」が開催
されました。
　このちゃぐりん大会はＪＡグループの子ども向け雑誌「ちゃぐりん（チャイルド ･ グリーン ･ アグリカル
チャー）」を通じて、食料 ･ 農業 ･ 農村の大切さの理解を深めてもらうことを目的に毎年夏休みに開催して
おり、今年も児童 ･ 保護者を合わせて 92 名とたくさんの参加がありました。
　午前中は「ちゃぐりん」の読み聞かせ、農業や農協を題材にした○×クイズ、空き缶で作る「空き缶の魚
釣り」の工作教室がありました。参加者はＪＡ女性部の先生に教わりながら空き缶を思い思いの魚にしてい
ました。出来上がった空き缶の魚でチーム対抗の魚釣りレースが行われ優勝したチームには文房具などの賞
品が贈られました。
　昼食には、射水市産のコシヒカリ「米一番」約 30 キロが用意され、親子らは、地元産の黒大豆枝豆「た
んくろう」やトマトを具材に、ハムや卵 ･ キュウリなどを一緒に盛り付ける「デコ寿司」を作りました。
　午後からは、待望のニジマスの掴み取りに挑戦しました。特設プールに約 200 匹のニジマスが放たれ、
掴み取りが始まると子どもたちは一斉にプールに飛び込み、ニジマスを追いかけ、大物を手づかみし大きな
歓声をあげていました。
　終わりに、冷えたスイカと茹でたての射水産トウモロコシが振る舞われ、会場となった低温倉庫は、子供
たちが走り回ったり、楽しそうに笑ったりして賑やかな一日となりました。

○×クイズ！

読み聞かせ

ゃぐりん大会ち

楽しかった～♪

ニジマスの掴み捕り

空き缶魚釣りレース

空き缶で作る「空き缶の魚釣り」の工作教室

「デコ寿司」作り

５　いみず野だより いみず野だより　４



ャ レ ン ジ 農 業 体 験 2016チ
第１回

　８月 21 日（日）、ＪＡいみず野青年部・女性部・
射水市農業再生協議会による「第１回チャレンジ
農業 2016」が開催され、射水市内の小学５・６年
生の児童 32 名が参加しました。
　射水市池多にある（農）ファーム池多（坪田三夫
代表理事）より提供していただいた圃場にて、営
農指導課 玉井課長の指導の下、えだまめの収穫を
しました。この日は天候にも恵まれ収穫日和とな
りました。子どもたちは楽しそうな声をあげ、た
くさん実のついたえだまめの茎を一生懸命引っ
張っていました。慣れるにつれ収穫のスピードも
速くなり、あっという間に袋いっぱいのえだまめ
が収穫されました。

　えだまめを取り終える
と次はソバの播種です。
ソバは肥料が多すぎると
実がならないので今回は
耕すだけで播種をしまし
た。５センチ間隔で種を
ひとつまみずつ播き、隠れるまで土をかけます。
子供たちは泥だらけになりながら種を播いていま
した。
　作業を終え、収穫したばかりの茹でたてのえだ
まめを子どもたちは満足そうな表情で食べていま
した。この日に播いたソバは第２回（10 月開催）
に収穫する予定です。

７　いみず野だより

寄
せ
植
え
教
室
が
有
り
、
お
盆
の
お
客

様
を
迎
え
る
玄
関
に
、
ぴ
っ
た
り
の
明

る
く
華
や
か
な
仕
上
が
り
と
な
り
、
と

て
も
好
評
で
し
た
。　
　
（
小
杉
支
部
）

●
酢
の
講
習
会

　

７
月
21
日（
木
）水
戸
田
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
て
、
水
戸
田
支
部
、

二
口
支
部
合
同
で
の
、
酢
の
料
理
教
室

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。五
倍
酢
や
、ら
っ

き
ょ
う
酢
を
使
っ
て
、
し
ら
す
干
し
寿

司
を
始
め
、
五
種
類
の
料
理
を
、
三
台

の
調
理
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
ワ
イ
ワ

イ
、ガ
ヤ
ガ
ヤ
調
理
を
開
催
し
ま
し
た
。

一
テ
ー
ブ
ル
に
、
十
数
名
の
部
員
が
担

当
し
て
い
る
の
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に

出
来
上
が
り
で
す
。

　

今
迄
の
講
習
会
は
、
一
方
的
に
メ
ー

カ
ー
さ
ん
の
話
を
聞
き
、
簡
単
な
試
食

で
終
わ
っ
て
い
た
の
で
、
今
回
の
企
画

●
秋
冬
野
菜
栽
培
講
習
会
に

　

参
加
し
て

　

８
月
３
日（
水
）、
秋
冬
野
菜
栽
培
講

習
会
が
あ
り
ま
し
た
。
厳
し
い
暑
さ
が

続
い
て
、
畑
は
水
分
不
足
状
態
。
そ
れ

で
も
ナ
ス
・
ピ
ー
マ
ン
・
ト
マ
ト
・
ス
イ

カ
が
た
く
さ
ん
と
れ
て
毎
日
収
穫
が
楽

し
み
で
す
。
ご
近
所
や
友
達
に
お
す
そ

分
け
し
た
り
、
酢
の
講
習
会
で
習
っ
た

料
理
を
作
っ
て
み
た
り
、
と
れ
た
て
新

鮮
野
菜
は
夏
バ
テ
防
止
に
最
高
で
す
。

　

秋
冬
野
菜
講
習
会
に
出
席
の
皆
さ
ん

は
、畑
は
か
な
り
の
ベ
テ
ラ
ン
で
す
が
、

美
味
し
い
野
菜
の
土
づ
く
り
、
元
肥
・

追
肥
の
や
り
方
、
害
虫
の
駆
除
・
根
こ

ぶ
病
の
殺
菌
に
つ
い
て
な
ど
、
次
々
に

質
問
が
出
ま
し
た
。

　

営
農
指
導
員
の
方
が
、
丁
寧
に
分
か

り
や
す
く
答
え
て
く
だ
さ
り
、
和
気
あ

い
あ
い
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が

過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
互
い
熱
中

症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
、

楽
し
く
畑
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
解

散
し
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
恒
例
の

は
非
常
に
楽
し
く
、
美
味
し
く
い
た
だ

け
て
大
成
功
で
し
た
。
酢
は
減
塩
、
殺

菌
作
用
、
そ
し
て
食
欲
増
進
と
正
に
、

万
能
食
品
で
す
。
連
日
厳
し
い
暑
さ
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
大
地
の
恵
み
を

た
っ
ぷ
り
と
受
け
た
穀
類
が
生
み
出
す

健
康
的
な
美
味
し
さ
を
、
エ
ー
コ
ー
プ

の
酢
を
使
っ
て
、
元
気
に
こ
の
夏
を
乗

り
切
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
口
支
部
）

★
エ
ー
コ
ー
プ
の「
酢
」３
つ
の
特
徴

①
主
原
料
は
国
産
の
米

②
お
い
し
さ
の
秘
密
は
優
れ
た
エ
キ
ス
分

で
す
。（
糖
分
や
ア
ミ
ノ
酸
、
有
機
酸
類
、

ミ
ネ
ラ
ル
等
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
含
ん
で
い

ま
す
。）

③
体
に
や
さ
し
く
（
合
成
保
存
料
、漂
白
剤
、

う
ま
み
調
味
料
な
ど
は
使
用
せ
ず
、
自
然

の
味
を
大
切
に
し
ま
す
。）

今
後
の
日
程

９
月
15
日
㈭　

健
康
教
室

　
　

16
日
㈮　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン（
水
戸
田
）

　
　

21
日
㈬　

助
け
合
い
組
織  

定
例
会

　
　

23
日
㈮　

手
芸
教
室

　
　

28
日
㈬　

朝
ご
は
ん
食
べ
よ
う
運
動

　
　

29
日
㈭　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン（
新
田
）

　
　

30
日
㈮　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン（
大
江
）

10
月
４
日
㈫　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン（
水
源
町
）

　
　

５
日
㈬　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン（
稲
積
）

　
　

６
日
㈭　

健
康
教
室

　
　

７
日
㈮　

料
理
教
室

　
　

12
日
㈬　
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

　
　
　
　
　
　

フ
レ
シ
ュ
ミ
ズ

　
　

14
日
㈮　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン（
若
林
）

　
　

19
日
㈬　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン（
鏡
宮
）

　
　

20
日
㈭　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン（
荒
町
）

　
　

21
日
㈮　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン（
市
の
井
）

　
　

26
日
㈬　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン（
殿
村
）

　
　

28
日
㈮　

手
芸
教
室

　
　

29
日
㈯　

チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業 　

８
月
12
日（
金
）、
毎
年
大
好
評
の
お
盆
用
切
花
の
即
売
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
盆
を
迎
え
る
準
備
と
し
て
、
射
水
市
産
（
地
産
地
消
の
取
り

組
み
）
の
小
菊
や
百
合
な
ど
を
お
供
え
用
・
お
墓
参
り
用
の
切
花

と
し
て
毎
年
こ
の
時
期
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
小
杉
低
温
倉
庫
前
で
の
販
売
と
な
り
当
日
は
晴
天
に
恵

ま
れ
、
た
く
さ
ん
の
方
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
お
盆
前
と
い
う
こ
と

と
価
格
も
一
般
と
比
べ
て
安
い
こ
と
か
ら
、
腕
に
抱
え
き
れ
な
い

く
ら
い
の
花
の
束
を
購
入
さ
れ
る
お
客
様
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
菊
や
百
合
な
ど
の
切
花
の
販
売
の
み
で
し
た
が
、
早
朝
７
時

の
売
り
出
し
前
か
ら
多
く
の
お
客
様
が
長
い
列
を
作
り
、
開
店
時

に
は
２
０
０
人
以
上
の
お
客
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

毎
年
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
る
お
客
様
か
ら
は
「
新
鮮
で
立
派

な
花
ば
か
り
。
日
持
ち
も
す
る
の
で
よ
い
。」
と
好
評
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

花
の
即
売
会

小
杉
低
温
倉
庫
に
て
開
催

いみず野だより　６

材料（６～７人分）　　　　　　　　　
米　　　　　　　　　３カップ
水　　　　　　　　　３カップ
酒　　　　　　　　　大さじ１
☆合わせ酢　　　　　　　　　
　エーコープ五倍酢原液　大さじ１½ ～２
　砂糖　　　　　　　大さじ５
　塩　　　　　　　　小さじ１

しらす干し寿司

作り方
１米は洗い、分量の水を入れ、30 分以上おいて炊く。
☆合わせ酢の調味料を準備しておく。

２梅干し………種を除いて細かく切る。
　しらす干し…熱湯をかけ、水気をよくきる。
　わかめ………もどして水気を絞り、細かく切る。
　青じそ………せん切り。
　卵……………砂糖、塩で調味し、炒り卵にする。

３ご飯が炊けたら、合わせ酢を合わせ、すし飯を作る。
☆を混ぜあわせて、すし飯を作る。

４すし飯が温かいうちに、梅干し、しらす干し、わかめ、
ごまを混ぜ込む。

５皿に盛り、炒り卵、青じそ、紅しょうがを飾る。

レシピLet's cooking

　　
梅干し　　　　　　　３～４個
しらす干し　　　　　　　80ｇ
生わかめ　　　　　　　　30ｇ
いり白ごま　　　　　大さじ３
青じそ　　　　　　　　　10枚
卵（砂糖・塩少々）　　　　２個
紅しょうが　　　　　　　少々

行列のできる賑わい
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定期積金
キャンペーン
定期積金
キャンペーン
定期積金
キャンペーン

平成28年 9月1日㈭～11月30日㈬取扱期間

口
座
振
替

　の
方
限
定

4倍4倍4倍

金利がなんと！

掛込期間
 2年以上でかつ
給付金額
 50万円以上

対象のお客様

お預け入れ金額

個人の方のみ

店頭金利 0.020％
（期間 3年未満）
　　の4倍で〈8月23日現在〉 %0.08%0.08%0.08 0.025％

（期間 3年以上）
　　の4倍で %0.10%0.10%0.10

ムリのない額からコツコツと…目標積立プラン（毎月掛金）

※満期時には、利息相当額（給付補てん金）が加算されます。

100万円
以上コース

コース
期間

50万円
以上コース

10年（120回）

9,000円
5,000円

4年（48回）

21,000円
11,000円

3年（36回）

28,000円
14,000円

2年（24回）

42,000円
21,000円

※中途解約される場合は、当ＪＡ所定の中途解約利率を適用させていただきます。（手数料なし）
※当定期積金は、元本保証商品で、貯金保険制度の対象となっています。（元本1,000万円とその利息まで）
※お利息は20.315％（国税15.315％＊、地方税5％）の分離課税となります。
　＊平成49年12月31日まで復興特別所得税が付加されています。

ⓒちょリス

肥田  知久

25名様（最少催行人員 20名）募 集 人 員

夕食１回・朝食１回・昼食２回食 事 条 件

ＪＡ添乗員が同行します添 乗 員

加越能観光（ガイド無し）利用バス会社

平成28年

円（お一人様２～４名１室和室）

12 月1日㈭～2 日㈮出 発 日

旅 行 代 金 32,000

ＨＰより参考写真

南紀勝浦忘帰洞 ホテル浦島 那智大社1泊
ＪＡいみず野特選企画

日時 行　　　　　　　　　　　　程 食　事

12/1
㈭

貸切バスにて（ガイド無し）
ＪＡいみず野管内＝小杉 IC ＝昼食＝尾鷲北 IC ＝熊野速玉大社＝南紀勝浦温泉 ホテル浦島（泊）夕 、朝食バイキング
　　6:30 出発　　　     　休憩 3 回　　　　　　　　　　  15:00 ～ 15:30　　16:00 頃 洞窟風呂「忘帰洞」等（乳白色のお風呂めぐりでリフレッシュ）

弁：○
夕：○

12/2
㈮

旅館＝名瀑 那智の滝＝那智山めぐり（熊野那智大社、那智山青岸渡寺）世界遺産 鬼ヶ城（昼食、買い物）＝尾鷲北IC＝高速道＝ＪＡいみず野管内
9:00　9:40～10:10　　10:15～11:30　　　　　　　　　　　　　　12:50～14:00　　　　　　　　　　休憩3回　　　　　21:30頃着

朝：○
昼：○

予定日程表 ※バスの座席は申込順とさせて頂きます。※下記コースは予定です。変更になる場合もございます。
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